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事
務
長
　
湯
川
　
和
美

　

毎
年
開
設
記
念
日
に
行
っ

て

い

た
「

マ

グ

ロ

解

体

シ
ョ
ー
」
と
ま
ぐ
ろ
握
り
寿
司
の
食
べ
放
題
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
盛
り
合
わ
せ
の
握
り
寿
司
を
提
供
し
、
喜

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
正
月
の
準
備
で
は
、
餅
つ
き
を
職
員
の
み

で
行
い
、
つ
き
あ
が
っ
た
お
餅
は
各
ユ
ニ
ッ
ト

へ
運
び
、
入
居
者
様
と
一
緒
に
「
お
鏡
さ
ん
」

を
つ
く
り
ま
し
た
。
食
べ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
温
か
い
お
餅
に
触
れ
、
ま
ん
丸
く
成
型

さ
れ
て
ユ
ニ
ッ

ト
の
リ
ビ
ン
グ

に
飾
り
、
お
正

月
が
迎
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

例
年
お
正
月

に
は
、
ご
家
族

様
が
た
く
さ
ん

面
会
に
来
ら
れ
、
自
室
に
て
楽
し
く
過
ご
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
予
約
制
で
、
玄
関
に

て
ガ
ラ
ス
越
し
の
面
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ビ

デ
オ
や
写
真
を
撮
影
さ
れ
、
短
い
時
間
な
が
ら
、

や
は
り
お
顔
を
み
る
と
安
心
さ
れ
、 

　

涙
ぐ
ま
れ
る
入
居
者
様
も
お
ら
れ
ま
し
た
。　
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「
地
域
の
方
に
支
え
ら
れ
て
」
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「

今
で
き
る
こ
と
を
全
力
で
」　
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児
童
厚
生
員
　
　
東
　
佳
奈

　

毎
年
秋
に
、
周
年
事
業
と
し
て
「
地
域
感
謝

デ
ー
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
地
域
の
方
に
来
て
い
た
だ
く
貴
重

な
機
会
で
し
た
が
、
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
事
業
が
で
き
ず
、
代
わ
り
に
４
年

生
以
上
が
代
表
で
地
域
を
回
り
、
直
接
感
謝
を

伝
え
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　

高
学
年
の
た
め
帰
館
も
遅
く
、
時
間
は
限
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
一
生
懸
命
準
備
を
し
て
く

れ
素
敵
な
お
正
月
飾
り
の
う
ち
わ
を
作
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
と
地
域
を
回
り
、
う
ち
わ
を
お

渡
し
す
る
と
、
皆
様
が
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ

り
、
子
ど
も
た
ち
に
も
「
あ
り
が
と
う
」
と
お

言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
温
か
い
お

言
葉
の
お
か
げ
で
行
っ
て
よ
か
っ
た
と
の
気
持

ち
が
強
く
な
り
、
直
接
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
の

素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
地

域
の
方
に
た
く

さ
ん
支
え
て
い

た
だ
い
て
い
る

こ
と
を
実
感
で

き
た
大
切
な
時

間
に
な
り
ま
し

た
。

  

「
高
学
年
企
画
」

�ý�ý�ý�ý�ý

児
童
厚
生
員
　
　
金
森
　
美
奈
実

　

十
月
の
あ
る
日
、
「
今
年
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー

テ
ィ
な
い
の
？
」
と
問
い
合
わ
せ
が
。
新
型
コ

ロ
ナ
の
流
行
に
よ
り
、
行
事
が
軒
並
み
中
止
と

な
り
我
慢
ば
か
り
の
日
々
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
楽

し
め
る
こ
と
は
な
い
か
。
職
員
と
高
学
年
児
童

で
会
議
を
重
ね
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
、

時
に
は
意
見
を

ぶ
つ
け
合
い
な

が
ら
、
ク
リ
ス

マ

ス

の

劇

と

ゲ

ー

ム

コ

ー

ナ
ー
を
す
る
こ

と
に
決
定
。

　

当
日
、
消
毒

や
マ
ス
ク
の
着

用
、
隣
の
人
と

の
間
隔
を
と
る

よ
う
声
か
け
も

行
い
対
策
も
万
全
に
。
劇
に
出
る
子
は
朝
か
ら

緊
張
し
た
様
子
で
し
た
が
、
立
派
に
演
じ
切
り
、

大
盛
況
！
劇
が
終
わ
り
、
ほ
っ
と
す
る
間
も
な

く
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
へ
。
い
た
る
と
こ
ろ
で
「
劇

お
も
し
ろ
か
っ
た
？
」
「
楽
し
ん
で
る
？
」
「
面

白
か
っ
た
」
「
楽
し
い
」
と
笑
顔
で
会
話
す
る
子

ど
も
た
ち
。
こ
の
新
し
い
時
代
、
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
乗
り
越
え
た
い
と
改

め
て
思
っ
た
一
日
で
し
た
。
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児
童
厚
生
員
　
　
原
　
孝
枝

　

ク
リ
ス
マ
ス
。
例
年
な
ら
た
く
さ
ん
の
子
ど

も
た
ち
で
集
ま
っ
て
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
し
て
い

ま
す
が
、
今
年
は
出
来
な
い
…
何
を
し
た
ら
子

ど
も
た
ち
は
喜
ん
で
く
れ
る
か
、
み
ん
な
で
楽

し
め
る
か
…
を
考
え
、
小
学
生
に
は
一
か
月
か

け
て
『
ク
リ
ス
マ
ス
マ
ン
ス
！
』
で
遊
び
を
、

乳
幼
児
さ
ん
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
の
影
絵
を
、
地

域
の
人
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
を
届
け
よ
う
！

と
、
十
一
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
特
に
地
域

の
方
と
の
交
流
が
ぐ
ん
と
減
っ
て
い
る
今
、
つ

な
が
り
を
少
し
で
も
と
、
小
学
生
と
折
り
畳
み

式
の
ツ
リ
ー
を
作
り
、
マ
ス
ク
も
同
封
し
郵
送

し
ま
し
た
。
送
っ
た
次
の
日
か
ら
た
く
さ
ん
の

方
か
ら
お
礼
の
お
電
話
を
い
た
だ
き
、
繋
が
り

を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

四
月
に
は
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
ど
ん
な
イ

ベ
ン
ト
が
で

き
る
よ
う
に

な
る
か
見
通

し
の
立
た
な

い
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
り

ま

す

が
、

地

域
と
繋
が
り
、

盛
り
上
が
る

何
か
を
考
え

て
い
き
た
い

で
す
。
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感　謝

令和２年 11 月～３年２月

敬称略（順不同）

　

寄
　
付
　
金

天
理
教
婦
人
会
、
伊
藤
清
信
手
延
製
麺
所
、
豊
田

理
、
森
川
商
店
、
前
川
彰
子
、
西
京
地
区
更
生
保

護
女
性
会
、
田
中
比
左
子
、
田
中
茂
夫
、
清
風
寺

若
葉
会
、
清
風
寺
婦
人
会
、
坂
口
宮
由
紀
、
京
都

め
い
ぷ
る
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
㈱
ワ
イ
ズ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
、
㈱
隼
工
務
店
、
澤
田
ふ
じ
子
、

京
都
中
立
ク
ラ
ブ
、
大
槻
浩
康
税
理
士
事
務
所
、

美
鈴
サ
ン
タ
事
務
局
、
㈱
ア
ソ
シ
エ
、
洛
南
高
等

学
校
生
徒
会
及
び
洛
南
高
等
学
校
附
属
中
学
校
生

徒
会
、
角
野
有
可
子
、
山
片
彩
子
、
内
藤
達
也
、

松
尾
清
三
、
大
野
隼
人
、
匿
名
１
件

　

後
　
援
　
会

第
二
支
庁　

大
野
教
子
、
安
国
寺
、
本
成
寺
、
本

妙
寺

第
三
支
庁　

要
津
寺

第
九
支
庁　

佛
立
寺
、
妙
照
寺

第
十
支
庁　

光
薫
寺

第
十
一
支
庁　

大
法
寺
、
日
法
寺
、
教
法
寺
、
正

法
寺
、
廣
宣
寺

そ
の
他　

㈱
京
都
青
倉
、
野
村
み
さ
え
、
澤
田
ふ

じ
子
、
臼
井
昭
子
・
英
子
、
高
橋
恵
子
、
こ
う
の

眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
柿
沢
え
い
じ

　

寄
　
贈
　
品

〈
食
品
〉
㈱
古
瀬
組
、
真
如
苑 

京
都
支
部
、
コ
ズ

モ
ズ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
18
回
）
、
フ
ー
ド

バ
ン
ク
京
都
（
15
回
）
、
伊
藤
清
信
手
延
製
麺
所
、

本
門
佛
立
宗 

本
現
寺
、
㈱
魁
力
屋
（
３
回
）
、
コ

コ
ハ
イ
チ
エ
（
２
回
）
、
安
田
義
和
（
２
回
）
、
浄

土
宗 

権
現
寺
、
溝
屋
良
子
（
２
回
）
、
天
理
教
牛

ケ
瀬
分
教
会
（
５
回
）
、
扶
餘
建
設
工
業
㈱
、
平

安
神
宮
全
国
銘
菓
献
饌
奉
賛
会
、
中
河
乳
業
、
パ

ン
く
ま
、
全
国
シ
ャ
ン
メ
リ
ー(

協
組)

、
京
都

青
果
協
会
、
岡
勝
農
園
、
京
都
食
肉
青
年
会
、
日

本
鏡
餅
組
合
、
朱
常
分
店
、
や
な
ぎ
や
、
清
水
大
介
、

小
松
博
子
、
た
ん
ぽ
ぽ 

二
井
房
子
、
京
丹
波
農
園
、

セ
カ
ン
ド
ハ
ー
ベ
ス
ト
、
ま
こ
と
工
房
、
よ
し
お

か
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
ア
ラ
ン
シ
ア
、
㈱
隼
工

務
店
、
坂
口
宮
由
紀
、
大
塚
彩
佳
、
岡
部
、
本
吉

健
二
、
㈱
Ｎ
Ｓ
エ
レ
ベ
ー
タ
、
㈱
ア
ソ
シ
エ
、
岡

本
和
真
、
西
村
靖
生
、
天
方
園
子
、
サ
ク
ラ
フ
ー

ズ
、
㈱
ウ
サ
ギ
ノ
ネ
ド
コ
（
２
回
）
、
松
永
弘
子
、

(
一
社)

ぐ
る
ー
ん
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
茨
城
工

場
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
部
、
角
野
有
可
子
、
金
光

教
四
條
教
会
、
京
都
イ
タ
リ
ア
料
理
研
究
会
、(

公

社)

日
本
缶
詰
び
ん
詰
レ
ト
ル
ト
食
品
協
会
、
丸

美
屋
食
品
工
業
㈱
、
ヤ
マ
モ
リ
㈱
、
ベ
ル
食
品
工

業
㈱
、
寿
高
原
食
品
㈱
、
食
品
事
業
部 

三
育
フ
ー

ズ
、
㈱
由
比
缶
詰
所
、
ト
ー
ア
ス
㈱
、
丸
善
食
品

工
業
㈱
、
ゴ
ー
ル
ド
パ
ッ
ク
㈱
、
い
な
ば
食
品
㈱
、

国
分
グ
ル
ー
プ
本
社
㈱
、
岩
手
缶
詰
㈱
、
㈱
桃
屋
、

㈱
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
九
州
、
東
洋
水
産
㈱
、
讃
陽
食

品
工
業
㈱
、
京
都
府
神
社
庁
、
安
本
真
理
、
京
都

豆
菓
子(

協
組)

、
京
都
府
神
道
青
年
会
、
長
岡

ジ
ャ
ン
ボ
、
京
都
洛
翠
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
京

漬
物
も
り
、
６
４
８
４
７
１
（
む
し
や
し
な
い
）
、

浅
見
太
一
、
明
治
ロ
ジ
テ
ッ
ク
㈱
、
山
田
屋
、
岡

部
、
Ｊ
Ａ
串
間
市
大
束
、
㈲
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
ー

ン
、
カ
ー
ブ
ス
、
西
村
靖
生
、
京
都
さ
く
ら
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
匿
名
２
件

〈
電
化
製
品
〉
美
鈴
サ
ン
タ
事
務
局

〈
日
用
品
〉
青
田
洋
子
、
原
佳
奈
、
西
京
地
区
更

生
保
護
女
性
会
、
友
辺
み
ふ
し
、
徳
田
印
刷
㈱
、

京
都
府
神
社
庁
、
今
村
奈
美
子
、
㈱
や
ま
ひ
で
、

オ
ム
ロ
ン
ヘ
ル
ス
ケ
ア
㈱
、
Ｐ
＆
Ｇ
㈱

〈
学
用
品
・
文
具
〉
医
療
法
人 

社
団
洛
和
会
、
浪

江
真
理
子

〈
衣
類
〉
パ
タ
ゴ
ニ
ア
京
都
、
森
川
商
店
、
佐
々

木
き
よ
子
、
河
村
一
美
、
西
谷
千
裕

〈
書
籍
〉
テ
ル
バ
ー
、
み
ん
な
の
想
火 

京
都
実
行

委
員
会

〈
玩
具
〉
前
川
彰
子
、
友
辺
み
ふ
し
、
西
岡
、
大

林
稔
弘

〈
誕
生
日
カ
ー
ド
・
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
〉
た
ん

ぽ
ぽ 

二
井
房
子
、
か
ぐ
や
姫
、
門
司
一
徹

〈
映
画
チ
ケ
ッ
ト
〉
キ
ン
グ
コ
ン
グ 

西
野
亮
廣
、

み
ん
な
の
想
火 

京
都
実
行
委
員
会

〈
商
品
券
〉
ナ
ミ
エ
ル
☆

〈
花
〉
匿
名
１
件

　

奉
　
　
仕　

〈
学
習
補
充
〉
安
達
か
お
り
・
井
上
静
代
・
小
松

博
子
・
田
中
良
子
・
永
井
謙
次
〈
バ
ナ
ナ
栽
培
サ

ポ
ー
ト
〉
谷
口
勢
津
夫
、
谷
口
温
子
〈
体
験
〉
㈲

鈴
木
モ
ー
タ
ー
ス
〈
バ
ザ
ー
畑
〉
清
水
大
介
〈
料

理
〉
㈱
魁
力
屋

　
招
　
　
待　

〈
七
五
三
〉
本
山
宥
清
寺
・
松
尾
大
社
・
京
都
神

道
青
年
会
〈
京
滋
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
〉　

京
都

新
聞
社
会
福
祉
事
業
団
〈
水
族
館
〉
オ
リ
ッ
ク
ス

財
団

苦
情
解
決
委
員
会

　

～
お
し
ら
せ
～

今
回
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
実
施
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

本
法
人
に
は
苦
情
解
決
委
員
会
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

苦
情
や
ご
要
望
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

　
児
童
養
護
施
設
積
慶
園
・
乳
児
院
積
慶
園
・
法
人
児
童
館

　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
７
５
―
３
９
２
―
６
３
５
１

    

「
料
理
の
鉄
人
達
に
感
謝
！
」

　
　
　
　    

桂
徳
児
童
館  

館
長
　
松
本
　
紀
子

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
昨
年
の
３
月
か
ら
流

行
し
、
家
族
や
友
達
と
一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
る
機

会
が
な
く
過
ご
し
て
き
た
中
、
若
干
お
サ
ボ
り
気

味
だ
っ
た
料
理
に
現
在
は
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
ナ
ロ
グ
派
だ
っ
た
の
で
す
が
、
情
報

社
会
の
波
に
も
乗
り
、
ス
マ
ホ
に
い
ろ
い
ろ
な
料

理
の
ア
プ
リ
を
取
り
込
み
、
毎
日
の
献
立
を
あ
れ

こ
れ
考
え
る
楽
し
さ
を
覚
え
ま
し
た
。
動
画
で
料

理
の
鉄
人
達
が
手
順
ま
で
さ
っ
さ
っ
と
教
え
て
く

れ
て
な
ん
と
便
利
な
こ
と
。
今
ま
で
こ
ん
な
便
利

な
ツ
ー
ル
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
過
ご
し
て
き
た

の
か
と
後
悔
し
て
い
ま
す
。

　

味
の
保
証
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
家
族
に
無
理
や

り
「
美
味
し
ー
い
！
」
と
言
わ
せ
て
自
己
満
足
。

家
族
で
団
欒
す
る
時
間
も
増
え
、
料
理
の
腕
も
上

が
り
？
一
石
二
鳥
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
私
自

身
、
コ
ロ
ナ
で
我
慢
す
る
こ
と
、
悩
む
こ
と
、
困
っ

た
こ
と
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
い
い
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。　

　

仕
事
だ
け
が
生
き
が
い
…
仕
事
が
趣
味
の
よ
う

な
私
が
料
理
に
は
ま
る
な
ん
て
自
分
で
も
び
っ
く

り
で
す
。
ど
ん
な
時
も
、
い
つ
も
前
向
き
に
い
れ

ば
き
っ
と
楽
し
く
過
ご
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

(公)


